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圃

a坐

世帯数 1，415戸

人口 7，181人
男 3，506人

女 3，675人

面積 46.62励

尾
瀬
探
勝
に
百
名
参
加

公
民
館
主
催
の
尾
瀬
探
勝
会
は
、
七
月
十
九
、
二
十
、
二
十
一
の

三
日
間
に
ま
た
が
り
実
施
し
ま
し
た
が
、
山
石
法
寺
の
矢
吹
精
助
さ
ん

ハ
七
ゴ
一
〉
等
百
名
が
参
加
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
咲
き
ほ
こ
る
尾
瀬
の

自
然
を
探
勝
し
て
き
ま
し
た
。
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一

道

路

を

い

亀

ニ

可
愛
が
り
ま
し
ょ
う
…

川
何
十
年
ぶ
り
か
の
長
い
梅
雨
も
よ
う
や
く
あ
け
ま
川

川
し
た
。去

る
六
月
六
日
、
雷
雨
ま
じ
り
の
「
ひ
ょ
う
」
害

ー

六
月
九
日
の
集
中
豪
雨
と
近
年
に
な
い
農
作
物
の
被
川

川
害
、
道
路
の
損
傷
、
そ
の
都
度
主
要
村
道
な
ど
に
つ

い
て
は
、
敷
砂
利
等
の
応
急
対
策
、
毎
日
の
よ
う
に

川
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
不
川

ー
便
が
か
か
ら
な
い
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
山

川
限
ら
れ
た
財
政
の
わ
く
内
と
現
在
の
道
路
補
修
員
で

"
は
、
今
年
の
よ
う
な
長
雨
被
害
に
よ
る
復
旧
は
ま
だ
川

川
ま
だ
完
全
た
状
態
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
。

t

川
部
落
に
よ
っ
て
は
臨
時
道
路
愛
護
日
を
計
画
し
て
川

I

村
に
対
し
て
砂
利
配
車
の
要
請
県
、
村
道
の
側
溝
の

1

1

清
掃
、
道
路
上
の
障
害
物
の
除
去
と
「
部
落
総
ぐ
る

ー

み

」

で

、

協

力

さ

れ

た

例

も

あ

与

す

す

。

川

川
村
で
は
梅
雨
あ
け
を
ま
っ
て
、
本
格
的
な
道
路
の

，
維
持
管
理
に
努
力
い
た
し
ま
す
が
、
美
し
い
環
境
、

'
住
み
よ
い
玉
川
村
づ
く
り
は
村
民
み
ん
な
で
つ
く
ら

川
れ
る
も
の
で
す
o

川

川
臨
時
道
路
愛
護
日
を
計
画
し
て
実
施
し
た
、
部
落

I

M

の
よ
う
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
建
設
課
よ
り
〉

l
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五
年
年
金
・
十
年
年
金
の
増
額
を
検
討

五
十
年
度
に
厚
年
含
め
政
策
改
定
の
公
算

厚
生
省
は
、
五
十
年
度
で
老
令

福
祉
年
金
な
ど
無
き
ょ
出
福
祉
年

金
を
増
額
す
る
が
、
こ
れ
と
と
も

に
き
ょ
出
制
国
民
年
金
の
五
年
年

金
、
十
年
年
金
も
引
き
あ
げ
る
方

針
。
一
方
、
厚
生
年
金
の
財
政
再

計
算
に
よ
る
政
策
改
定
に
つ
い
て

は
、
公
式
的
に
は
五
十
年
度
実
施

は
事
務
的
に
困
難
と
の
一
態
度
を
と

っ
て
い
る
が
、
今
後
の
政
治
情
勢

い
か
ん
で
は

u
五
十
年
度
に
政
策

改
定
H

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
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る
。
老
令
福
祉
年
金
は
、
，
昨
年

春
、
田
中
首
相
が
国
会
答
弁
で

「
四
十
九
年
度
七
千
五
百
円
、
五

十
年
度
一
万
円
」
〈
当
時
五
千
円
〉

と
二
年
間
で
倍
増
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
公
約
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

本
年
九
月
か
ら
老
令
福
祉
年
金
七

千
五
百
円
、
障
害
福
祉
年
金
一
万

一
千
三
百
円
、
母
子
、
準
母
子
福

祉
年
金
九
千
八
百
円
の
五
割
ア
ッ

プ
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

厚
年
省
は
五
十
年
度
予
算
案
概

算
要
求
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従

=-E・E
・-===・・・・・・・・==="-E・E・--

っ
て
老
令
福
祉
年
金
の
四
十
八
年

度
比
倍
増
要
求
を

ρ
既
定
方
針
H

と
し
て
要
求
す
る
考
え
で
、
大
蔵

省
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
同
意
し
て
い

る
。
し
か
し
H

二
一年
間
で
倍
増
H

の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
当
時
に

比
べ
、
，
そ
の
後
の
物
価
上
昇
一
般

勤
労
者
の
賃
金
上
昇
が
著
し
く
、

斉
藤
厚
相
以
下
厚
生
省
首
脳
に
は

H

一
万
円
プ
ラ
ス
・ア
ル
フ
ァ
H

を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

J

い
う
空

気
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、

H

老

令
福
祉
年
金
一
万
円
H
H

に
よ
る
五

七
月
十
六
日
平
田
村
蓬
田
総
合

グ
ラ

γ
ド
で
第
二
十
回
消
防
ポ
ン

プ
操
法
競
技
会
石
川
地
区
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
村
を
代
表
し
て
自
動
車
の
部

南
須
釜
分
団
、
可
搬
の
部
吉
分
団

が
出
場
さ
れ
、
炎
天
下
の
も
と
で

自
動
車
の
部
五
チ

l
ム
、
可
搬
の

部
五
チ
l
ム
に
よ
り
技
を
競
わ
れ

た
結
果
、
南
須
釜
分
団
は
自
動
車

の
部
で
準
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

可
搬
の
部
に
出
場
し
た
吉
分
団

は
健
闘
お
よ
ば
ず
お
し
く
も
小
差

で
入
賞
は
逸
し
た
。

写
真
は
自
動
車
の
部
に
出
場
し
た

南
須
釜
分
団
の
選
手
達

十
年
度
の
財
政
負
担
分
は
約
四
百

億
円
と
見
込
主
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
上
積
み
す
る
こ
と
に
は
財
政
当

局
に
抵
抗
が
あ
る
の
で
、
「
政
府

案
は
j

一
万
円
、
上
積
み
分
は
政
治

的
判
断
で
」
と
の
意
見
も
強
く
、

見
通
し
は
流
動
的
。

一
方
、
厚
生
年
金
、
き
ょ
出
制

国
民
年
金
は
、
昨
年
の
法
改
正
で

実
現
し
た
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
適
用

(
厚
年
八
月
、
国
年
九
月
)
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
引
き
上
げ

幅
は
一
六
、
一
%
で
今
年
の
春
斗

の
平
均
ベ

l
ス
ア
タ
プ
三
二
%
と

大
き
く
差
が
開
い
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
四
十
八
年
度
で
行
な
っ
た

ば
か
り
の
財
政
再
計
算
期
を
繰
り

上
げ
て
五
十
年
度
に
政
策
改
定
を

行
な
う
べ
き
だ
と
の
空
気
が
強
ま

っ
て
い
る
が
、
厚
生
省
事
務
当
局

は
「
事
務
的
に
困
難
」
で
あ
る
と

し
て
、
公
式
的
に
は
い
ま
か
ら
作

業
を
開
始
じ
て
も
、
五
十
一
年
度

で
の
実
施
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
と
い

う
態
度
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
き
ょ
出
制
国
民
年
金

の
五
年
年
金
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

一
六
、
一
%
増
額
に
よ
っ
て
九
千

二
百
八
十
八
円
で
あ
り
、
老
令
福

祉
年
金
が
一
万
円
ま
た
は
そ
れ
以

上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、
き

ょ
出
年
金
が
無
き
主
出
年
金
よ
り

低
額
に
な
る
と
い
う
矛
盾
が
生
ず

る
た
め
、
五
十
年
度
で
は
五
年
年

金
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
老
令

福
祉
年
金
を
上
回
る
額
ま
で
引
き

上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
厚
生
省
は

同
じ
く
十
年
年
金
(
物
価
ス
ラ
イ

ド
で
一
万
四
千
六
百
二
十
五
円
〉

と
合
わ
せ
て
五
十
年
度
改
定
を
胃

施
す
る
方
針
。

引
き
上
げ
幅
は
、
福
祉
年
金
増

額
の
行
方
を
見
定
め
て
決
め
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
幅
い
か
ん
で

は
厚
年
国
年
の
老
令
年
金
と
の
パ

ラ
γ
ス
が
失
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
得
る
の
で
、
福
祉
年
金
の
増
額

が
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
の
全
面

政
策
改
定
の
引
き
金
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
。

農
業
改
良
推
進
員
会
長
に

大

竹

勝

義

さ

こ
ん
ど
農
業
改
良
推
進
員
会
長

に
選
任
さ
れ
て
就
任
さ
れ
た
大
竹

さ
ん
は
、
こ
ん
ど
こ
年
開
会
の
運

営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
そ
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に
語
り

ま
し
た
。

「
若
輩
で
浅
学
非
才
の
身
で
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
職
責

を
全
と
う
す
る
に
は
村
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
、
現
今
の
農
業
を
取
り
ま
く

諸
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す

る
中
に
あ
っ
て
「
経
営
の
合
理
化

を
は
か
り
、
農
村
生
活
の
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
農
業
に
対
し

て
意
慾
を
も
や
し
て
い
る
。
こ
ん

ど
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

女
子
の
部
優
勝

石
川
地
方
青
年
陸
上

競
技
会

七
月
二
十
八
日
玉
川
泉
中
グ
ラ

ン
ド
に
て
、
石
川
地
方
青
年
三
百

名
が
参
加
し
、
石
川
郡
陸
上
競
技

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ん

我
村
か
ら
六
十
数
名
の
選
手
が

参
加
し
健
闘
し
女
子
一
の
部
で
優

勝
、
総
合
で
二
位
と
な
り
、
ま
た

男
子
の
部
は
二
位
の
成
績
で
し

た。
な
お
八
月
三
十
一
、
九
月
一
日

福
島
市
で
開
か
れ
る
県
大
会
に
八

木
喜
久
夫
君
外
、
こ
の
郡
大
会
上

位
入
賞
者
等
五
十
名
を
送
る
予
定

で
す
の
で
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
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よ
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農
作
物
の
技
術
対
策
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今
年
の
天
候
は
例
年
に
な
い
日
照
不
足
と
長
雨
の
た

め
各
農
作
物
の
生
育
は
極
め
て
軟
弱
で
あ
り
病
害
が
異

状
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て

万
全
を
期
し
て
下
さ
い
。

一
、
い
も
ち
病
の

徹
底
防
除

葉
い
も
ち
病
が
異
状
発
生
し
て

お
り
ま
す
の
で
穂
い
も
ち
病
の
激

発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

穂
ば
ら
み
期
と
穂
揃
期
に
は
必

ら
ず
薬
剤
散
布
を
す
る
。
ま
た
枝

い
も
ち
病
の
防
除
は
傾
穂
期
に
す

る
こ
ル
」
。

今
年
は
長
雨
の
た
め
中
干
し

ゃ
、
間
断
か
ん
が
い
を
出
来
な
か

っ
た
の
で
根
の
活
力
が
弱
く
根
ぐ

さ
れ
を
起
し
や
す
い
。
山
間
湿
田

地
帯
は
早
め
に
水
を
切
る
こ
と
。

た
だ
し
穂
ば
ら
み
期
か
ら
出
穂

期
に
か
け
て
は
最
も
水
の
必
要
な

時
期
な
の
で
水
管
理
に
は
充
分
注

意
す
る
こ
と
。

二、

リ夏
秋
キ
ユ
ウ

過
湿
、
日
照
不
足
に
よ
り
ベ
ト

病
立
枯
性
子
キ
病
が
多
発
し
て
い

る
の
で
多
湿
時
は
排
水
す
る
こ

と
。
立
枯
性
エ
キ
病
に
は
ダ
イ
ホ

ル
タ
ン
一

0
0
0倍
液
の
株
元
濯

注
(
一
株
1
8
〉
す
る
。

ベ
ト
病
に
は
ダ
コ
ニ
l
ル
水
和

剤
六

O
O倍
液
を
散
布
す
る
。
斑

点
性
細
菌
病
の
多
発
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
キ
ノ
ン
ド

l
水
和
剤
八

O

O
倍
液
か
、
メ
ル
ク
デ
ラ
ソ

K
水

和
剤
五

O
O倍
液
に
ス
ト
レ
プ
ト

マ
イ
シ
ン
(
二

O
万
単
位
)
二

0

0
0倍
液
を
混
用
散
布
す
る
。

-一、

桂t

果

長
雨
の
た
め
新
梢
が
軟
弱
徒
長

気
味
で
あ
り
低
温
多
湿
に
よ
る
病

害
虫
が
多
発
し
て
い
る
。

特
に
リ
ン
ゴ
の
斑
点
落
葉
病
、

桃
の
灰
星
病
の
多
発
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。

防
除
基
準
に
基
づ
き
必
ら
ず
薬

剤
散
布
を
す
る
こ
と
。
徒
長
技
は

病
害
虫
の
発
生
源
に
な
る
の
で
日

焼
け
を
起
き
な
い
程
度
に
整
理
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

(
石
川
農
業
改
良
普
及
所
)

小
食
慾
が
お
と
ろ
え
仕
事
の
能

町
率
が
お
ち
る
の
は
、
暑
さ
の
せ

M

い
で
し
ょ
う
か
。

日
暑
さ
は
、
か
ら
だ
に
こ
た
え

w

ま
す
が
、
夏
の
暑
い
の
は
毎
年

M

の
こ
と
で
当
然
で
す
。

山
い
ま
ま
で
は
酷
暑
で
し
た

N

が
、
こ
れ
か
ら
は
残
暑
と
思
え

、
ば
、
も
う
先
は
見
え
て
い
ま

す
。
こ
よ
み
の
上
で
は
八
日
が

立
秋
で
す
。暑

....... 、，、p、内J、.... 内d、d、p、円d、内J、.......... 内J、.... 円副司̂'内d

タ美
ま
だ
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
暑
さ
は
当
分
つ
づ
き
そ
う
で

す
が
、
こ
の
暑
さ
を
の
が
れ
よ

う
と
し
て
も
逃
げ
き
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
と
わ
か

っ
た
ら
、
暑
さ
に
ま
け
な
い
か

ら
だ
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で

す。

'
午
前
中
に
や
れ
ば
で
き
る
こ

日
と
を
夜
、
涼
し
く
な
る
の
を
待

N

っ
て
か
ら
で
は
、
し
ぜ
ん
夜
ふ

か
し
す
る
こ
と
に
な
り
、
朝
、

床
か
ら
離
れ
に
く
い
と
い
ふ
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

「
朝
ツ
?
を
踏
む
」
こ
と
は
日

む
か
し
か
ら
健
康
の
妙
薬
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
日
の
上

が
ら
な
い
う
ち
に
・
庭
先
を
ハ
ダ

γ
で
歩
く
の
は
、
今
日
で
も
健

康
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

つ
ま
り
、
暑
い
と
き
に
は
足

の
ほ
う
に
血
が
い
っ
て
脳
貧
血

を
起
こ
し
た
り
、
反
対
に
、
足

の
ほ
う
が
貧
血
す
れ
ば
頭
や
骨

盤
内
に
う
っ
血
を
起
こ
す
わ
け

で
す
。そ

こ
で
足
の
血
行
を
よ
く
す

る
た
め
に
、
朝
ツ
ユ
を
ハ
ダ
シ

で
踏
め
ば
足
の
裏
に
刺
激
を
与

え
、
血
行
が
よ
く
な
る
の
は
た
・

し

か

で

す

。

日

朝
ツ
ユ
は
寝
坊
し
て
は
踏
め

w

ま
せ
ん
C

M
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い
夏
、
瓶
、
プ
ー
ル
で
泳
い

だ
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
と
と
は
哀

の
最
も
な
レ
ク
リ
エ

I
γ

議

γ
の

…
っ
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
と

も
に
、
保
年
、
水
に
よ
る
事
故
や

病
気
は
あ
と
を
た
た
な
い
様
で

す。
水
泳
は
、
全
身
運
動
で
為
り
舘

蝶
器
、
呼
段
器
の
鱗
き
を
活
発
に

す
る
し
、
子
供
に
は
泳
げ
る
と
い

う
自
奮
が
精
神
的
に
も
大
い
に
プ

ラ
ス
に
な
る
の
だ
が
、
誤
っ
て
死

ん
で
し
ま
っ
て
は
、
侭
に
も
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

一
口
に
お
ぼ
れ
る
と
い
っ
て

も
、
大
き
く
わ
け
て
、
二
通
り
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
心
綴
疾
患
、

飲
酒
、
極
度
の
疲
労
な
ど
の
身
体

条
件
に
、
急
激
に
冷
水
剥
滋
が
加

わ
っ
て
、
ジ
ョ
ッ
ク
か
ら
気
を
失

い
、
心
臓
が
と
ま
っ
て
溺
れ
る
も

の
と
、
始
め
か
ら
泳
げ
な
か
っ
た

り
、
泳
げ
る
の
だ
が
、
手
足
な
ど

が
、
ひ
き
つ
て
泳
げ
な
い
状
態
に

な
り
、
水
中
に
沈
ん
で
、
議
息
死

す
る
も
の
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
拡

し
て
も
、
求
に
入
る
前
に
体
の
コ

γ
ヂ
ィ
シ
怠

γ
を
よ
く
勧
銀
え
る
こ

と
が
大
変
必
要
で
す
、
溝
競
時
、

空
競
時
、
飲
酒
時
に
は
絶
対
に
泳

が
な
い
方
が
よ
い
。

ま
た
、
泳
ぐ
前
に
は
、
準
備
体
諜

を
必
ず
お
こ
な
い
一
度
水
中
に
体

を
全
部
静
か
に
沈
め
て
か
ら
、
泳

ぎ
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。
プ
!
ル

で
泳
ぐ
場
合
、
溺
れ
る
危
険
性
は

海
や
川
等
よ
り
少
な
い
が
、
プ
ー

ル
熱
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
の
大
部
分
は
、
流
符
性
角

結
摸
災
と
い
わ
れ
る
病
気
で
あ
れ
ソ

事
故
援
金

一ニ
O
件

一
三
七
名

苑
者

九
一
名

作
方
不
明田

名

救
助
さ
れ
た
者

回
一
一
名
ニ
ヱ
一
名

原
因
別
〈
こ
ど
も
〉

水

泳

一

入

名

ポ
i
ト

遊

び

一

名

水

遊

び

一

mm
名

魚

と

り

三

名

通
行
中
一
一
一
名

そ
の
他
一
一
七
名

合
計
六
六
名

こ
ど
も

六
三
件

六
大
名

四一一一名
一
名

保

欝

鱒

故
〈描島県〉

昨年 i年間の

事の水

サ
ミ
2
3
4
3
2
E
t
i
t
s
-
2
3《
F
E
I
J
E
t
-
3
t
f
{
2
1
J
3
6
E
m
g
ミー

ー
回
!
冨
山
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
よ
る
北
斡
緩
用
水
路
め

;
=
 

ー

…

工

事

の

施

行

に

す

仮

設

道

路

を

設

置

す

る

た

い

を
…
め
、
村
道
結
穏
問
、
八
木
畿
の
一
部
、
大
字
南
須

~

知

…

撃

小

椀

作

地

内

に

す

愛

護

工

事

を

い

た

の

ぉ
…
し
ま
す
の
で
、
七
月
一
一
十
西
日
よ
ち
八
月
一
一
一
十
一

四
-
山
日
ま
で
の
間
通
行
止
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
山

-
、
…
い
た
し
ま
す
。

は
~
…
な
お
仮
議
を
設
援
し
、
耕
転
機
以
下
の
準
額
り
ん

d
v
.

…
通
行
を
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

叩
」
…

止

…

門

司

潮

明

-

す

…

一

ペ

(

グ

~

ノイ
m

{

J

「

w

…

通

一

刻

1

ー

・3
5
2
1
F
E
s
-
-
e
・e・3
5
2
E
，zミ
s
t
a
i
r
-
-
2
1
2
5
2
E
1
rミ
S
3
2
1
r
2
2
1
2ミ
E
・g-、gz，

尊
重
し
な
が
ら
、
す
み
れ
会
の
育

成
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

若
妻
ゲ
ル

i
ブ

誕
生

家
出
人
等
を
さ
が

す
相
談
所
開
設

i
中

i

八
月
中

苔
m
M
盤
宮
察
馨
に

「
家
出
人
等
を
き
が

す
相
談
所
い
を
鵠
設

し
て
い
ま
す
、
行
方

の
わ
か
ら
な
い
人
を

き
が
し
て
お
ら
れ
る

方
は
、
ど
う
ぞ
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ

'u 

大
学
中
の
高
林
広
子
さ
ん
等
若

要
十
五
名
で
こ
の
ほ
ど
若
妻
グ
ル

i
プ
「
す
み
れ
会
い
を
つ
く
ち
、

こ
れ
か
ら
毎
月
一
自
の
集
会
を
も

ち
生
々
と
学
習
し
て
ゆ
く
こ
と
に

な
り
、
す
で
に
文
集
を
出
し
た
り

活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
先
輩
の

「

ひ

ま

わ

で

も

自

主

性

を

水
の
事
故
多
発
の
時

子
供
を
水
魔
か
ら
守
ろ
う
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レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
日
程

BB 

し
よ
う
。
保
健
所
で
は
皆
さ
ん
が

診
断
を
受
け
易
い
よ
う
に
「
レ
ン

ト
ゲ

γ
」
機
械
を
各
部
落
会
場
に

持
っ
て
行
き
皆
さ
ん
に
利
便
を
は

か
り
費
用
は
一
切
役
場
負
担
と
し

全
額
無
料
で
実
施
い
た
し
ま
す
o

1
検
診
個
人
票
は
必
ず
持
っ
て

て
来
下
さ
い
。

参
加
出
来
な
い
転
出
者
、
病

人
等
は
家
族
の
方
か
ら
役
場

へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

2
一
応
地
域
毎
に
日
時
と
会
場

を
定
め
ま
し
た
が
指
定
の
日

に
都
合
の
悪
い
方
は
他
の
会

本
年
も
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
左
記
に
よ
り
一
般
住
民
結
核

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
の
で
一

人
残
ら
ず
検
診
に
参
加
し
て
下
さ

、U
自
分
が
健
康
だ
と
思
っ
て
も
年

に
一
度
は
正
し
い
診
断
を
受
け
、

自
分
の
健
康
を
確
認
し
て
お
き
ま

No. 

。
健
康
診
断
実
施
要
項

昭和49年 8月 1日

-R自
分
の
血
圧
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
(
四
十
才
以
上
の
方
で
希
望
者
の
み
測
定
し
ま
す
。
)

-R今
年
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
省
略
し
ま
す
(
法
改
正
に
よ
り
)

場
で
受
け
て
下
さ
い
。

※
左
記
日
程
中
に
お
受
け
に
な

ら
な
い
方
は
後
日
石
川
保
健

所
ま
で
行
っ
て
検
診
を
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
費
用
も

か
L
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

女
自
分
の
血
圧
を
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
(
四
十
才
以
上
の

方
で
希
望
者
の
み
測
定
し
ま

す
。
)

大
今
年
は
、
ッ
ベ
ル
ク
リ

γ
反

応
検
査
を
省
略
し
ま
す
。

(
法
改
正
に
よ
り
)

九月
月

十 一 十八
同

十

一 十日 一 十日日 日 fi 11 日 l.:l 日 P 日

土 金 木 水 :1: 金 木 水 火 曜日

四 青 山

rE 沢骨
竜 ~t "fi 

T2軍t 111 

井
地

沢

a 

義主」嘩須

須 中 法

半 成

辻 弓 屋 崎 釜 寺 高 辺

午前九時
後午

喧九午前 時午前九 鰐午前丸

午時十九分前 午費時十分

後午
午毒

午時十J前九分O 

時

時か 時か

十分か
基

十分か 十分 十分か 後午り 十分か

午

Zト tJ‘ 

午草 時ま 午前十ら 午前り十
後午り

午前勺十 午後り

主時
午十前b 

午後f:> 

で

時ま 時ま 時ま 時ま
時 時ま

時でま 時ま 時ま
間

ま で で で で で

で労ま
で で で

で

吉 四 石 竜 須 母 岩 玉 111 

辻 It 崎 釜
子

法 111 辺
1:: 釜 健

A品A、 貞
}長 1、" 児 康 寺 村 F品品:入、

民 一 公 'z 
童

セ 集ー 1入A 

民 民 民

民
:/ 

街 i込
館 館 宅 f~青 館 館 51 館

館 所 館 場

前 前 前 所j 日IJ 目IJ 目IJ 市I 前 HIJ 目U

夏
の
交
通
事
故
防
止

作
成

こ
ど
も

立
看
板

。
玉
川
第
一
小
学
校
優
秀
賞
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
の
一
環
と
し
て
、
交
通

安
全
協
会
石
川
支
部
で
は
、
こ
ど

も
立
看
板
作
成
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
た
。

石
川
地
方
の
各
小
学
校
か
ら
参

加
さ
れ
、
い
づ
れ
も
優
劣
つ
け
が

た
い
作
品
ば
か
り
、
審
査
の
結
果

玉
川
一
小
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

写
真
は
展
示
さ
れ
た
作
品

夏
の
交
通
事
故

防
止
運
動

七
月
二
十
日
!
八
月
一
九
日
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
中
で
す
。

こ
ど
も
と
老
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

お
盆

1
飲
酒

t
運
転
J
事
故

コ

ン
ク

ノレ

ー
身
の
破
滅

後
悔
は
先
に
た
た
ず
、

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖

夏
の
防
犯
運
動
も
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
七
月
二
十
日

i
八
月
三

十
一
日
ま
で

ち
漢
、
暴
力
、
少
年
非
行

一一

O
番
通
報
で
い
ち
早
くぞ見ち

と

た

a
h
u
p
u
 

の
さ

故

ヒ

事

お

れ
ル
嚇

h
叩
日
酔酒
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藤

田

金

二

藤

田

守

桁
が
知
事
表
彰
に
か
が
や
く

副

団

長

団

員

①
福
島
県
知
事
義
彰

七
月
三
十

日
石
川
川
狩
鉢
育
館
に
お
い
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
席
上
叙
位
叙

勲
、
懲
賞
謡
島
察
知
事
表
彰
、

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
及
、
ひ
補
島

県
消
防
協
会
長
表
彰
の
伝
瀦
と
石

淵
支
部
長
表
彰
が
行
設
わ
れ
ま
し

た。

藤

田

金

二

部

員

藤

田

守

e箆
本
湾
訪
協
会
長
表
彰

〈
伝
達
〉

竿
頭
授
玉
川
川
村
消
防
問

④
福
島
県
消
跨
協
会
削
減
殺
彰

(
伝
達
)

藤

出

金

二

小

原

嬰

昭

般
人
表
彰
中
程
糧
一
J

mw福
島
東
消
防
協
金
石
川
支
部
長

表
彰

霊
長
分
間

優
良
部
員

分
部
長

昭和49年8月 1日

二
、
団
員

五
年
以
上
揖
訪
留

に
尽
力
さ
れ
た
と
県
知
事
よ

り
表
彰
を
受
け
た
。

以
下
表
彰
状
、
時

た
者
次
の
と
お
り
。

@
叙
位
叙
験

掠

東

稔

真

弓

正

光

関

援

義

勝

一
苅
玉
川
村
携
跡
毘
長

大

越

一

良

今

No.96 

脚
立

w量
重
量
事
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=
=
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E

・E
-
=
=
=
2
5
=
Z
2
1
1
=
=
=

一

沖

縄

の

旅

。

常

一

明
詳
し
き
誌
を
捧
げ
て
祈
れ
ど
岳
彰
に
さ
之
浮
び

m

・
永
ら
ず
。

ご
3

壊

の

そ

ぬ

ひ

め

ゆ

与

は

あ

わ

れ

替

の

一

山

花

を

散

ら

せ

う
0

.

即

埠

々

の

怯

れ

抱

さ

学

び

た

る

に

敗

れ

て

散

与

し

山

• 

四

ひ

め

ゆ

り

の

娘

ら

。

山

…

自

征

ち

で

か

な

し

き

も

の

を

戦

い

に

押

さ

れ

て

四

-

脅

さ

迭

に

傘

絶

ゆ

。

園

山

八

万

の

兵

こ

と

ご

と

く

戦

え

し

て

あ

が

め

ら

れ

川

町

た

る

懇

明

の

塔

o

-

-

z
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広
三
食
器
室
言
語
吉
川

主
h
r

ふ

内

容

川

…

薄

暮

j

言

問

…

等

裁

満

ち

て

怠

に

ま

や

は

る

此

の

き

て

…

山

詞

為

や

渓

の

翁

付

加

刊

は

霧

な

が

れ

川

町

葬

公

や

立

枯

械

に

雲

照

っ

て

…

…

・

老

脅

の

戸

川

り

お

も

さ

に

喬

な

が

し

m

m

に

わ

か

な

る

外

虫

の

坂

や

持

母

の

m
鉱

山

…

明

掠

れ

に

ひ

と

つ

夕

べ

の

，

窓

漆

し

山

間

涼

し

さ

や

台

葬

誌

の

ま

が

り

を

今

川

間

山

里

の

持

母

の

零

燈

梢

ふ
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験
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